
 
 

平成２２年度さぬき市総合農政推進協議会 会議要旨（要約） 
１ 日 時 平成２３年１月１２日（水）９：００～９：４５ 
２ 場 所 さぬき市役所４階第２委員会室 
３ 出席者［委 員］渡邊  杉 橋本 村上 石川 吉田 糸賀 吉原 山下 秋友 
          岩澤 児玉 石井 元山 多田 計１５名 
     ［事務局］普及センター 黒川 太田 吉田 

ＪＡ 久保田 中村 
さぬき市 吉原 廣瀬 多田 藤井 岡崎 十河 

     ［傍 聴］０名 
４ 議 題 報告第１号 平成２２年度生産調整等の実施状況について 
      議案第１号 平成２３年度米の所得補償制度に係る生産調整の取り組みに 

ついて 
      議案第２号 さぬき市産地育成強化推進事業実施要領の一部改正について 
５ 会議の内容は次のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



発言者 意見概要 
（事務局） 
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（議 長） 
 
（委 員） 
（議 長） 
 
 
 
（事務局） 
（議 長） 
 
 
（議 長） 
 
（事務局） 
（議 長） 
 
 
（議 長） 
 
（事務局） 
（議 長） 

ただ今から平成２２年度さぬき市総合農政推進協議会を開会します。開

会にあたり、渡邊会長より御挨拶申し上げます。 
（会長あいさつ） 
 続きまして、香川県東讃農業改良普及センター村上所長より御挨拶をい

ただきます。 
（香川県東讃農業改良普及センター所長あいさつ） 
 本日の会議の出席状況をご報告させていただきます。本日の会議は、委

員総数１７名の内、１５名の御出席をいただいております。本協議会規約

第１４条の規定により過半数を超えておりますので、本総会が成立するこ

とを御報告いたします。 
 それでは、これより議事に移ります。議事の進行は本協議会規約第１２

条第２項の規定によりまして、会長が議長を務めることとなっております

ので、会長よろしくお願いします。 
 まず、議事録署名人の指名についてですが、議長に一任していただきた

いと思いますが、いかがでしょうか？ 
 異議なし。 
 異議がないようですので、協議会規約第２０条の規定によりまして、山

下直美委員と秋友清子委員にお願いします。 
 では、議事に入ります。報告第１号、平成２２年度生産調整等の実施状

況について、事務局より説明を求めます。 
（事務局説明 報告第１号） 
 ただいまの報告について、質問等ございませんか。 
 質問等なし。 
 【報告承認】 
 続きまして、議案第１号、平成２３年度米の戸別所得補償制度に係る生

産調整の取り組みについて、事務局より説明を求めます。 
（事務局説明 議案第１号） 
 ただいまの説明について、質問等ございませんか。 
 質問等なし。 
 【原案承認】 
 続きまして、議案第２号、さぬき市産地育成強化推進事業実施要領の一

部改正について、事務局より説明を求めます。 
（事務局説明 議案第２号） 
 ただいまの説明について、質問等ございませんか。 
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 質問等なし。 
 【原案承認】 
 慎重に御審議、御承認いただきましてありがとうございました。以上を

もちまして、議長の職を退任させていただきます。 
 その他、農政全般におきまして御意見等ございましたら、ご発言いただ

きたいと存じます。 
 青森県ではリンゴ１個２千円で中国へ輸出しているそうである。ぜひ、

さぬき市からもニンニクに続いてぜひ何か送り出してほしい。 
 県のオリーブ生産拡大事業、耕作放棄地の解消を目的とした大変結構な

事業と思うが、販路の確立、農家所得の向上についてどのような考えを持

っているのか。 
 オリーブの場合は生食と搾油の２種類あり、現在は主に小豆島の業者が

加工・販売を手掛けているが、国分寺等一部の地域で食品加工業者が搾油

機を導入している。今後は小豆島以外の食品加工業者に積極的に働きかけ

る予定である。また、小豆島の業者についても、島外で栽培されたオリー

ブについても受け入れる用意があるとのことである。 
 農家は真面目に忠実に生産に取り組むと思うので、推進する以上、販売・

所得補償においても特段の配慮をお願いする。 
 議案第２号において工芸作物を推進するとのことであるが、ここで言う

工芸作物とは何が該当するのか？ 
 オリーブの他、讃岐三白（砂糖、塩、綿）に関連するさとうきびや綿を

想定している。県が農商工連携事業として讃岐三白を推進していくという

ことなので、市においても特にさとうきびについて受け入れ先を模索して

いきたい。 
 他にないようでしたら、以上をもちまして閉会いたします。ありがとう

ございました。 


